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１　学びの構想
　（1）攻撃的局面を重視した１年次の実践から
　研究対象である中学２年の子どもたちは，昨年は
ティーボールを用いて攻撃的局面の魅力を体感してい
る。昨年度の学習感想を読むと，打つ爽快感や，得点す
る楽しさを生き生きと表現する子どもたちが多かった。
　しかし，振り返りゲームの中身を精査すると，守備側
のミスにより得点（失点）する場面が多いことが特徴的
であった。打ち損じの単なる内野ゴロが，キャッチング
やスローイングのミスの重なりにより，ホームランと同
等になる。攻撃側の立場にある子どもたちは，得点する
度に盛り上がるため，大量得点の大味なゲーム展開では
あるが，学習が楽しく流れているように感じていた。
　つまり，攻撃的局面を重視した学習展開は，初期段
階ではその特性に触れる手立てとして有効であったが，
ベースボール型本来の奥深さを体感するには至っていな
いと考えられる。そこで，２年次では子どもたちが慣れ
親しんでいるティーボールを使って，守備的局面を重視
しながら，チームで協力して得点させないよさや楽しさ
を探っていく学習を展開したいと考えた。
　（2）ゲームと技能の習得との関係性
　ゲームだけさせておけば，守備的技能が高められるも
のではない。自己の守備的技能を高めることが，ゲーム
での失点を減らすことにつながり，チームの勝利へと結
びつく。そのために必要な技能の習得を図るための練習
がしたいし，しなければいけないという，守備的局面へ
の動機づけを図る必要がある。
　また，習得を図った技能がゲームの中で発揮されたか
どうか検証することにより，自己やチームの技術的･戦
術的な課題がよりいっそう明確になり，さらに必要感を
感じながら主体的に習得を図る学習が，繰り返し展開さ
れるように工夫したいと考えた。
　さらにドリルゲームやタスクゲームを積極的に取り入
れて，楽しみながら守備的技能の習得を図ることや，ボー
ルを持たないときの動きの理解を促すことも，ここでは
重要になってくると思われる。
　（3）運動の特性を明らかにする３つの視点
　この単元で子どもたちにどんなことを学ばせたいの
か。次のような３つの視点からこの運動の特性を明らか
にして，指導していきたいと考えた。
　①「わかってほしいこと」…連携した守備のよさがわ
かる。（各ポジションの役割と基本的や動き，連係･中継
プレーの効率のよさなど）
　②「できるようになってほしいこと」…基本的なボー
ル操作やボールを持たないときの動きを身につけること
ができる。（準備姿勢，打球に応じたキャッチング，スムー
ズなスローイング，カバーリング，バックアップなど）
　③「心で感じてほしいこと」…自己やチームの技術的
･戦術的な課題を見付け，仲間とコミュニケーションを
図りながら有効な練習方法を選択したり教え合ったりす
る過程で，子どもたちが相互にかかわり合い，つながり
合う楽しさを感じることができる。
　このような構想から，子どもたちから見ると比較的地
味でマイナス思考が働きがちな守備的局面へのアプロー
チを始めることにした。
２　学びのストーリー
　本単元の学習展開は全１１時間。次のような流れで実
施した。
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　攻撃的局面を重視した昨年の学習展開は，ベースボール型の特性に触れる初期段階での手立てとして有
効であった。しかし，守備側のミスにより得点（失点）する場面が多いことがわかった。
　もっとベースボール型本来の奥深さを体感させたい。本年度は視点を守備的局面に移し，守りの魅力を
みんなで探る学習展開を構想した。協働探究によって子どもたちが技能の魅力をどのように理解し（わか
る），その習得（できる）を主体的に図ろうとするのかを追った。その結果，技能の完全習得を図るには
全体の指導時間数が不十分であったが，ゲームを通じて連係プレーや中継プレーなど仲間と連携した守備
のよさや重要性を認識した上で，基本技能の習得を図ろうとする子どもたちの姿が多く見られた。
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※本文中の生徒の名前は，仮名である。
（1）振り返りゲーム（第１時）
　昨年度のベースボール型の学習では，子どもたちはど
んな学び方をして，どの程度の技能を習得し，どんなこ
とを感じたのだろう。４月にクラス替えがあった子ども
たちと，異動してきた教師とが，継続的･発展的な学習
をこれから築いていくために，振り返りゲームによる学
び方や技能チェック並びにアンケート調査（学習感想も
含む）を行った。
　振り返りゲームは，確かに盛り上がった。とても楽し
そうである。
　楽しそうではあるが，ベースボール型本来の奥深さを
体感するまでには至っていないと感じた。活動の様子や
１年次の学習感想から，子どもたちの興味は攻撃的局面
に多く注がれていることがわかった。守備的局面にふれ
た学習感想では，「うまく捕ることができなかった」「相
手によい返球ができなかった」「守っていてもボールが
飛んでこなくて，おもしろくなかった」というように，
攻撃に比べて守備はマイナス思考が働くようである。
　これらを手がかりに，攻撃的局面に比べて地味でマイ
ナス思考が働きがちな守備的局面へのアプローチを構想
した。
（2）オリエンテーション（第２時）
　始めに，昨年の学習の振り返りアンケート結果及び前
時の学習感想の，主なものをまとめたワークシートを配
付した。
　これらを読んで気がついたことと，これからの学習で
どんなことを学んでいくとよいか，学習課題にしたいこ
とをワークシートに記入させ，チームの中で発表し，考
えたことを話し合った。
【生徒のワークシート】
　子どもたちの話し合いでは，守備のことに話題が及ん
でいた。キャッチングやスローイングの技能向上だけで
なく，ポジションのことや，連係プレーにつながる状況
判断のことについてまで，学習課題を設定しているグ
ループもあり，驚いた。
　ここで次の資料を提示した。
　アメリカ大リーグで活躍する，松井秀喜選手の守備に
時 学習内容 学習活動
１ 振り返りゲーム １年生のときの学習経験を振り返り，
試しのゲームを行う
２ オリエンテー
ション
守備の役割やその重要性について話
し合い，これからの学習の見通しを
持つ
３
４
基本的なボール
操作技能の習得
「はさみっこゲーム」「バットレスゲー
ムⅠ」により，守備の準備姿勢，ス
テップ，キャッチング（ゴロ・フラ
イ），スローイングなどの技能の習得
を図る
５
６
７
８
定位置での守備
と連携した守備
の技能の習得
「バットレスゲームⅡ」により，定位
置での守備技能の習得及び連携した
守備技能の習得を図る
９
10
打つ動作も含め
たゲーム
（４チームの
リーグ戦）
打つ動作も含めた「ティーボールゲー
ム」及び「スローピッチゲーム」に
より，ゲームの中での守備的技能の
高まりを検証する
11 最終戦
学習の振り返り
個人やチームで，わかったこと，で
きるようになったこと，仲間とのか
かわりやつながりから考えたことな
どを振り返り，３年生で行うソフト
ボールの学習への展望を持つ
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関する記事である。松井選手を知っている子どもは，意
外にも少なかった。強打者である松井選手は，守備がし
たいと思ってチームを移籍したことを補足した。
　松井選手の話題から，守りの魅力の探究が始まった。
次に，プロ野球選手の優れた守備の様子を集めた「好プ
レー集ＶＴＲ」を視聴した。最近ではテレビ放送が少な
くなり，一流選手の優れた守備の様子を見る機会が乏し
い。好プレーの数々に子どもたちは驚きをもってＶＴＲ
に見入っていた。ＶＴＲ視聴後，恵美・雅俊・菜々美は，
守りの魅力について次のように記した。
守備は，ちゃんと守れたときの達成感やどこにボールがくる
か分からない緊張感に魅力があるのだと思います。また，守
備とバッターではバッターの方が目立つので，守備は縁の下
の力持ちみたいでかっこいいです。（恵美）
守備をしている人が，楽しそうに見えました。一つ一つ確実
にアウトをとっていく感覚が，守備のおもしろさなのではな
いかと思いました。守備はチームプレーが，とても大切だと
感じました。（雅俊）
やっぱり野球はチームプレーだなと思いました。一人だけが
うまくてもチームで勝てないし，一人が失敗しても，それを
一人一人がカバーすることもできる。これからもっともっと
野球が好きになれるような気がします。（菜々美）
　子どもたちから表出された学習課題や守りの魅力を，
時間がなく全体の場で共有できなかったことが残念だっ
た。また，本時は学習のオリエンテーションの時間であ
り，運動する時間がとれなかった。ゲームができると思っ
ていた生徒は，物足りなさを感じていた。
（3）基本的なボール操作の習得
　　～はさみっこゲーム（第３時）
　前時の反省から，授業の始めに「２－Ｂ ＳＯＦＴＢＡＬＬ 
ＮＥＷＳ ＰＥＰＡＲ」を全員に配付した。前時に交流でき
なかった本年度の学習課題や守りの魅力について，まと
めたものである。
　振り返りゲームや技能チェックから，まずはキャッチ
ングとスローイング技能の習得を図りたいと考えた。単
純な動作の繰り返しではなくゲーム化を図り，実践感覚
と学習意欲を高めるために，「はさみっこゲーム」を設
定した。
　本時はチームメン
バーの役割分担や
準備物の確認，準備
運動や体ほぐしなど
のウォームアップの
仕方を説明した。学
習の進め方にかなり
時間が割かれてしま
い，技能面の指導が
不十分であった。
　授業の最後に，捕
球から送球に移る際
の足運びだけ全体に
指導して終わった。
（4）基本的なボール操作の習得
　　～バットレスゲームⅠ（第４時）
　授業始めのチームのウオームアップメニューに，前時
で行ったはさみっこゲームも加えるようにした。
　さて，本時の中心になるバットレスゲームⅠは，全員
に守備の機会が与えられることと，守備者がチャレンジ
【子どもたちの学習課題と初発の感想一覧】
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したいゴロやフライなどの打球（この場合はバットを用
いないので，投球が正しい）を指定できるところに特徴
がある。
　攻めのチームはアウトになったら得点がもらえるとい
うルールを設定した。守備者のイメージに合ったボール
を投げることや，相手がミスすることを喜ぶのでなく，
相手がミスなく守備を完了したことを喜ぶルールであ
る。ここに問題が生じた。
　バットレスゲームⅠのやり方については，学習カード
も用いてていねいに説明したと思っていたが，ルールが
複雑で難しかったようだ。単純化した方がよかったかと
反省した。
（5）　定位置での守備と連携した守備の技能の習得
　　　～バットレスゲームⅡ（第５～８時）
　ルールが複雑だが，受け身でなく主体的に守備ができ
るバットレスゲームⅠ。計画では，もう１時間進めるこ
とになっていた。しかし，次の段階であるバットレスゲー
ムⅡに，本時から移行することにした。
　前時の子どもたちの様子から，新しいゲームの学び方
を習得するのに時間がかかることが分かった。このまま
バットレスゲームⅠを続ければ，前時よりきっとスムー
ズに動くだろう。だが，また新しいゲームを理解するに
は時間がかかる。まして，次はベースボール型特有のポ
ジションの役割という学習内容が発生する。さらにベー
スがダイヤモンド型になって連携した守備が必要にな
る。アウトにする判断もいっそう複雑になるだろう。
　しかし，そこにこのベースボール型の守りの魅力･お
もしろさがあると思われる。学び方を十分理解した上で，
ベースボール型の守りの奥深さを体感してほしいと考え
て，次の段階に進むことにした。
　初のポジション導入と，１コートに３チームが入ると
いうことで，子どもたちは戸惑う。６班はキャプテンで
ある雅俊が，盛んに指示を出してみんなを動かしている。
ランナー１塁，ショートの智子がゴロを指定し，キャッ
チすることができたが，１塁に送球する。ファーストに
届かず，アウトにできない。すかさずサードの雅俊が声
をかける。
雅　俊： ２塁に投げるといいよ。２塁の方が近いし，アウト
にできたよ。
智　子： えっ？そうなの？２塁でもいいのか。でも，２塁に
はだれもいないよ。
雅　俊： この場合，セカンドの陽子が２塁に入るんだよ。セ
カンドは２塁に近いから…
陽　子：わかった。
　ベースカバーやフォースアウトは，知識として机上や
板書で理解を促すのは難しい。実践に近い形で，実感を
伴って理解できる状況を設定することが望ましいと考え
る。授業後，陽子は次のように学習感想を記していた。
　ルールが複雑で，分からない点がまだまだ多いです。でも
分からないとき，男子が教えてくれて助かりました。もっと
覚えていこうと思います。戦略を考えるのがおもしろかった
です。
　また，キャプテンの雅俊は，学習が進んだ第８時には，
こんな学習感想を記している。
　前回と同じように，チームの動きはよくなってきました。
今日はキャッチャーとして，みんなを信じてプレーしました。
ナイスプレーがたくさんありました。
　失敗体験が，「ベースボール型って複雑でおもしろく
ない。」となると困る。やはり根本は，チームワークや
思いやりの心，安心感のある仲間関係なのだろうか。こ
ういう機会をとらえて全体に広げ，豊かな仲間関係を育
てることが，地道だが技能の向上にも結びつくのだろう。
　
　第７時には，１班の試合後のミーティングが長びいて
いた。何かもめているようだ。他のチームは，試合後の
チームの課題を整理し，その解決に向けた練習に取り組
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教　師：どうしたの？
恵　美： ランナーが３塁にいて，ライトの私のところにゴロ
がきたんですが，どこに送球したらよかったのか話
し合っているんです。
教　師：どこに送球したの？
恵　美：キャッチャーに向かって送球しました。
祐　介：だから遠いし，間に合わないって。
尚　子：じゃあ，どこに投げるとよかったの？ファースト？
祐　介：ライトからなら近いだろ。
恵　美：でも点が入っちゃうよ。いいの？
勝　正：どっちもセーフになるより，いいんじゃないの？
教　師： 確実にアウトにできるところを，優先するといいん
だね。
　ゲームを見取っていくと，失敗ばかりが目立つ子ども
たち。その失敗の中には，いろいろ考えることがあるよ
うだ。技能は伴っていない。しかし，状況を理解し，確
実にアウトを増やすために，１班はキャプテンである祐
介を中心に，ゴロを捕って素早く投げるチーム練習を始
めた。授業後，恵美・尚子・祐介は次のように記していた。
　これからはアウトを確実にできる方を，優先的に守ってい
きたいです。スローイングするところを考えて守備の準備を
していたけど，走者の動きをすぐ見て判断するのは大変でし
た。（恵美）
　松井選手が守備の魅力を感じた一つは，その場その場で送
球を考えたりするところだと思います。送球がまだうまくで
きないので，チームで声をかけ合ってアウトにしたいです。
（尚子）
　今日はゴロ重視で練習しました。捕った後の素早い行動が，
よいプレーにつながるのだと思いました。あと，積極的にベー
スカバーやバックアップをしていけば，足運びやキャッチン
グの練習になるのでいいと思いました。（祐介）
（6）打つ動作も含めたゲーム（第９～ 10時）
　いよいよ学習のまとめの段階である。気持ちのよい天
気。ずっと体育館で学習してきたが，グラウンドで思いっ
きりベースボール型のゲームを楽しむ。子どもたちが待
ち望んでいたバットを用いて，打つ動作も含めたゲーム
である。バッティングティーを用いてもいいし，打席横
から同じチームの仲間がトスしたボールを打ってもよ
い。ピッチャーの投げたボールを打つ感覚に近づけた，
トスバッティングゲームである。
　６班のゲームでは，ランナー１塁でショートの友樹の
ところにゴロが飛んできた。セカンドを守る智子が，２
塁ベースカバーができれば，フォースアウトをねらえる
チャンス。センターを守るキャプテン雅俊が声をかける。
雅　俊：友樹セカンド！智子は２塁ベースカバー！
　友樹と智子は，雅俊の声とほぼ同時に素早く動く。
　雅俊はセンターとして，２塁のバックアップに動く。
　友樹から智子にボールが送られて，２塁フォースアウ
ト成立！
雅　俊：ナイスプレー！今の動きばっちり！
智　子：やったあ。
　友樹や智子は，雅俊に言われてから動いたのではない。
雅俊の声と同じか，むしろそれよりも早く動き出してい
た。その動きが，このアウトに結びついたのである。
　６班はゲーム後毎回，ミーティングをして動きを確認
し，内野コートを使ってボール回しをしたり，近い塁に
ボールを送球したりする練習をこれまで繰り返してい
た。バットレスゲームⅡで必要感が高まり，習得を図っ
たベースカバー技能が，この場面で活用できたのだろう。
（7）学習の振り返り（第11時）
　最後の対戦を終えた後，これまでの学習を振り返って
感想を書いた。
　私は今まで，守備なんて脇役で全然楽しくないものだと決
めつけていたけど，練習しているうちに，次はどこに球がく
るのか，自分のところにきたらどこに投げたらいいのか，な
ど考えるプレーが多くなって，友達と声をかけ合うことが楽
しくなった。だから，このようなことが守備の魅力だと，私
は思った。（恵美）
　ベースボールのルールを，初めは全く知らなかったのです
が，段階を踏んでいくことで，分かるようになりました。ま
た，私は攻めより守りが好きになりました。守りはみんなで
協力して，作戦を練って…というのがすごく楽しかったから
です。そういう「協力」がとても楽しいと感じることができ
ました。また，少しボールを投げる距離が伸びたので，技術
面も高まったと思います。（陽子）
　仲間との協力が，守りには不可欠であり，そこに魅力
があるという記述が目立っていた。守りの魅力は他者と
のかかわりの中に存在すると，多くの子どもたちがとら
えているようだ。
　学習の進め方に慣れて，戦術面や技能面の成長がます
ます期待できる子どもたち。１１時間で学習を終えるの
は残念であり，特に守備的技能の習得という面では不十
分だと感じた。
３　省　察
（1） 技能の習得を図る必然性を生み出すゲームの在り
方について
　ドリルゲームやタスクゲームを中心に，基本技能の習
得を図ったが，万能ではないことを改めて実感した。
　守備的局面を重視したゲームだけさせておけば，技能
の習得が図られるものではない。実際のゲームを構成す
る一要素として，特有の動き方を強調することは効果は
あるだろう。しかし，そのままでは生涯スポーツ社会の
場面に活用できる知識や技能を学んでいるとは言えな
い。実際のベースボールの形にはならない。
　今回は途中で三角ベースからダイヤモンド型に早めに
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移行し，そこからベースカバーやバックアップ，捕った
らどこに投げるか，あらかじめどの辺に守るのが適切か，
などの学習課題が多く発生した。そこにベースボール型
特有の魅力やおもしろさがあったと思われる。
　チームで協力し，連携して魅力的なプレーをゲームで
表現したいという欲求が，必然的に子どもたちの中に生
まれてくるようなゲームを設定したい。そんな学習環境
でこそ，自発的に技能の習得を図ろうとする子どもの姿
が見られるのではないかと思われる。
（2）運動の特性を明らかにする３つの視点について
　本校の保健体育科の核となる学びは，「特性をつかみ，
主体的に運動を楽しむ」である。「学びの構想」で述べ
たとおり，「わかってほしいこと」「できるようになって
ほしいこと」「心で感じてほしいこと」という３つの視
点から，この学習での運動の特性を明らかにして，学習
を展開した。
　その中で，「できるようになってほしいこと」の基本
的なボール操作（スローイングとキャッチング）につい
てのみ，学習前と学習後に，簡単に技能テストを実施し
た。学習前のテスト結果から，特に配慮が必要だと思わ
れた生徒４名の，学習後の結果は次の通りである。
　技能テストの結果や授業中の様子及び学習後の感想か
ら推察すると，子どもたちが「わかる」「できる」「感じ
る」という３視点に焦点化して，事前に運動の特性を明
らかにすることは，教師の指導性の発揮に有効だったと
考えられる。
（3）今後の課題について
　技能の習得に係る「できる」部分では，消化不良を感
じていた。戦術的プレーに関係する，ボールを持たない
ときの動き（準備姿勢，カバーリング，バックアップな
ど）の習得を図ることに，授業者としては比重が大きく
なっていた。一方，子どもたちの意識は，カバーリング
やバックアップの基底となるキャッチングやスローイン
グ技能の習得に向けられることが多かった。教師の思い
と子どもたちの意識にズレが生じていては，子どもの姿
に対応したタイムリーな指導に結びつけられない。
　このようなことから，「できるようになってほしい」
ことを絞り込むことが，今後の課題としてあげられる。
その中でもさらに，１時間の学習のねらいを整理して明
確化することと，そのねらいを子どもたちがきちんと理
解し，意識した動きとして表れているかを確認すること
が求められるであろう。
　さらに，授業を進めるにあたって苦労したことは，集
団行動，マナー，安全面への配慮，チームや個人のめあ
ての持ち方，練習の仕方やドリルゲーム･タスクゲーム
のやり方などの学習の進め方の習得である。スムーズで
無駄のない学習時間を生み出しながら，効率よく技能の
習得を図りたい。
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Development of a Baseball-style Classes that Explore the Joys of the Core Ball that you do not Score Against
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